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つなぎ飼い方式の新省力搾乳システムと今後の展開
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1 .はじめに

我が国の生乳生産の約80%は繋ぎ飼い農家で

行われている。規模拡大は年々進行し、平成13

年度畜産経営の動向によれば成牛50頭以上の経営

8，370戸が総飼養頭数の55%飼養するに至ってい

る。メガファームのシェア7%を除く48%が家族

経営でその内の約2/3は繋ぎ飼いが占めている

と見られる。経営戸数では約6，000戸になるが、

その内約4，000戸は北海道に集中しており、繋ぎ

飼い・パイプラインミルカー方式と推定される。

これまで、給餌や搾乳作業などに手一杯で粗飼料

生産に手が回らなくなり、購入粗飼料に依存する

ケースが増えている。また、ふん尿処理が疎かに

されることも多い。

家族経営という限られた労働力の中から「ゆと

り」を作り出すために、どのように牛舎内の飼養

管理の省力化を進めればよいか。省力化の選択肢

は、大きく分けて 3つである。

lつは、フリーストール・ミルキングパーラー

方式。労働生産性が高く、労働力 2人程度の家

族経営では80"'"100頭が適正な規模といわれてい

る。 2つ目は搾乳ロボットである。 24時間自由に

自発的にやって来る牛を自動的に搾乳し、 l台で

60"'" 70頭規模に対応できる。我が国でも約100台

の普及をみている。 3つ目の選択は、繋ぎ飼いの

高度化である。これまでの飼養技術をベースとし

たものであり、投資も比較的小さくて済む。自動

給餌機や懸架式ミルカーも開発され、労働生産性

はかなり改善されてきた。しかし、作業者 l人分

の余力を生み出すことのできるレベル、 l人1時

間で50頭を搾乳できる技術は、これまで実用化さ

れてこなかった。

さて、規模拡大の進んだ中核的繋ぎ飼い農家は、

今後の飼養管理の省力化をどう考えているのであ

ろうか。ここで、搾乳ユニット自動搬送装置の開

発に当たって、平成11年度に生研機構が側畜産近

代化リース協会の協力を得て抽出した、飼養規模

50頭以上の繋ぎ飼い農家2480戸を対象に実施した

アンケート調査の結果概要の一部を表 lに示して

おきたい。

表1 牛舎内における飼養管理の省力化に関する

意向調査結果(回答数912戸)平11.11月

調査農家の現状(平均値)

経産牛頭数 56.8頭

搾乳作業人数 | μ 人
I人当たり搾乳ユニット数 I 2.7ユニット

I人1時間当たり搾乳頭数 16.5頭

1日の搾乳作業時間 | 問分/μ人
年間延べ搾乳作業時間 2480時間

今後の飼養管理の省力化

繋ぎ飼い | 搾乳ロボット |ミルキング・パ」ラー

全国 70.8% 14.3% 8. 7% 

北海道63.1% 20.8% 9.7% 

搾乳ユニット自動搬送装置について(註)

値段によって使いたい

53% 

使いたい価格(平均値)

570万円

余裕ができたら何がしたい

ゆ恥つく什り | 規搬模拡駄大 | 自給糊飼料階生産
6印6% 附|凶

(註:従来の 2倍以上の作業能率と記載)

飼養規模5叩0頭以上の酪農家は、今後の飼養管理

について北海道では63.1%が、全国では70.8%が

「繋ぎ飼いの省力化」と回答し、搾乳ユニット自

動搬送装置についても53%が「値段によって使っ

てみたい」とし、値段の平均値は570万円であった。

余裕ができたら「ゆっくりしたい」が66%と圧倒
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的に多く、「規模拡大」や「自給飼料生産」への

意欲が出るには十分な余力が必要であることを伺

わせる。また、表 lでは省略したが、繋ぎ飼い用

の効率的飼養管理システムについても67%が関心

を示した。

さらに平成13年度全国酪農基礎調査による酪

農経営中止の理由(図 1)を見れば、規模拡大の

進んだ北海道では、病気・ケガ等と負債問題を合

わせると約40%と高齢化・後継者がいないに匹敵

図1 酪農経営中止の理由
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し、家族に事故等があっても何とか切り抜けられ

る労力的余力が必要であるが、それを過剰投資に

ならない範囲で実現できる省力化のための選択肢

が提供されてなかったと見ることもできる。

このように繋ぎ飼いの省力化や高度化によって

「ゆとりある酪農」を低コストで実現することへ

の要望は高いと思われる。

その選択肢として21緊プロ事業の中で生研機構

がオリオン機械(掬と共同開発した搾乳ユニット自

動搬送装置を中心に紹介したい。

2.搾乳ユニット自動搬送装置の概要

1 )装置の概要と開発のねらい

搾乳ユニット自動搬送装置は、繋ぎ飼い50頭の

搾乳を l人 1時間程度に省力化し、家族労働を中

心とした酪農経営に「ゆとり」を生み出すことを

ねらいとしている。搾乳ユニット自動搬送装置は、

装置それぞれにカップ自動離脱装置付きの搾乳ユ

ニットを 2つず、つ搭載し、牛舎に設置した主レー

ル及び分岐レールを走行して各搾乳午まで自動搬

送すると同時にミルクタップと自動接続し待機す

搾乳作業手順

① 搾乳ユニットの搬送
② ミルクタップ接続

③乳頭清拭・
ティートカップ装着

④ ティートカップ離脱

⑤ デイツピング(消毒)

⑥ ミルクタップとの切離し
⑦ 次の牛ヘ搬送

搬送ユニット数

ミルクタップlカ所での搾乳
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図2 搾乳ユニット自動搬送装置(開発機のコンセプト)
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る。作業者は、各場所で待機状態の搾乳ユニット

を左右2頭ずつ順次、乳頭清拭・カップ装着して

いく。搾乳が終了するとカップが自動離脱するが、

左右のカップが両方とも自動離脱したのを確認L

て左右2つの搾乳ユニットをミルクタップから切

り離し、次の午まで自動搬送する。図2に示すと

おり従来の搾乳作業の内、確実性を必要と L自動

化にコストのかかる、前搾り・乳頭清拭・カップ

装着、搾乳後の乳頭消毒は手作業とし、それ以外

を自動化した。開発した搾乳ユニット自動搬送装

置の外観を図3に示す。

搬送方式は、レール懸架式で、走行輸はDC24V

30Wの電動モータで駆動される。塵劃・腫重量SW

が有り、搾乳を選択して彊重量ボタンを押せば自動

モードになり走行速度0.3m/secで、搬送を開始

する。途中トラブル等に対応するには塵JESWを

押せば手動モードで置車・雇璽操作を行うことが

できる。作業が終わって園芸置に切換え彊量ボ夕、ン

を押せば自動モードでホームポジションに帰還す

る。ホームポジションでは自動的にバッテリーの

充電が行われる。搾乳ユニットは、取り外し可能

で従来の洗浄設備を利用できる占万が一バッテ

リー切れなどがあっても駆動輸をフリーにして手

押し搬送に切替え、搾乳作業を続行することもで

きる。

3.民間牧場への試験導入

これまでも小規模民間牧場に仮設置し、自動搬

送装置に対する乳牛の反応や問題点を把握し改良

を加えてきた。また、室内において50頭牛舎換算

で18ヶ月分の連続運転を行い、機械的耐久性を

調査確認している。さらに、アンモニアや挨の多

い実際の牛舎環境の中で毎日の搾乳作業に供試し

て実用上の問題点を把握するため、長野県伊那市

の民間牧場で平成14年3月27日から試験稼働を開

始している。

この牧場は、粗飼料は全て自給で稲作も 3ha

晃

レール

離脱装置

ユニット

図3 搾乳ユニット自動搬送装置の外観

ミルク配管径は3インチであり、懸架式ミルカー

と濃厚飼料自動給餌機が設置されていた。酪農従

事者は後継者と両親の3人で導入前は自動離脱装

置付きの6ユニットを 2""3人で使用し41頭を搾

乳していた。何か都合で I人作業になったときは

2時間半位かかっていたそうである?

導入後の搾乳作業の様子を図4に示す。

設置初日は、搾乳前に搬送装置を自動運転して

馴らしを行ったが、全般的に乳牛の反応は落ち着

いていた。設置後2日日には I人作業を試みた。

搬送装置が乳牛の聞に進入する時には、多くは

行っている。 60ストールの対尻式繋ぎ飼い牛舎で 図4 酒井牧場牛舎の自動搬送の様子
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左右によけ、タップとの接続と 2頭同時搾乳は きとした作業状況であった(12月1-.， 2日調査時

比較的順調に行われた。搾乳ユニットが牛の尾骨 点)。

に引っ掛かるなど進入できないーときには少し戻ウ

て再トライするプログラムで対処した。ユニット

を蹴落とす牛や乳の2度おろLの牛じも作業者は

従来と同様に対処していた。最初は、自動搬送装

置の動きに合わせていこうどじて追い立てられる

感じがしたが、自分のペースでやるようにしたら

「ゆっくり作業できる」そうである。

搾乳ユニット導入1ヶ月前と導入2日後及び35日

後の搾乳作業能率を表2に示す。

開発機は、現在む稼働中で50頭/人・時の搾乳 図5 M牧場での作業状況

作業能率は実証されている。現在は、後継者と母

親の 2人で作業されているようでミ l人で作業し

ているときと時間的には変わらず 1時間ほどで搾

乳は終了する。 r2人で作業すると時間的に大き

な余裕ができるし、機械が苦手な母でも十分使い

こなしています。」とのことであった。

酒井牧場の後、モニター牧場となった北海道の

M牧場と新潟のW牧場での作業の様子を図5と図

6に示す。 M牧場は、新築の72ストール対尻式牛

表2 設置前後の搾乳作業能率の比較

調査時 作業者 ユニット数 搾乳数 搾乳作業能率

設置前 2.2人 6 41頭 22.4頭/人・時

2日後 1人 8 41頭 51. 7頭/人・時

35日後 I人 8 46頭 56.9頭/人・時

舎に2.5インチのミルク配管で搬送装置4台 (8

ユニット)を導入して平成14年10月20日より稼働

を始めている(搾乳頭数49頭)。旧牛舎では3人

で6ユニットを使い、 l人 1人が牛に寄り添うよ

うにゆっくり作業するスタイルで、自動離脱の経験

はなかった。自動離脱が前提のシステムに若干と

まどいながら、会話を楽しみながらの作業状況

であった(11月18-.， 19日調査時点)0w牧場は
既存52ストール対尻式牛舎に2.5インチミルク配

管で搬送台車4台ー(8ユニット)を 2入作業で平

成14年11月15日より稼働を始めている(搾乳頭数

39頭)。自動離脱にはすぐ馴れた様子で、てきぱ

図6 W牧場での業状況

4.今後の展開

複数の牧場で試験稼働が始まっており、そこで

の評価を待って平成15年度中には市販化の目処を

つけたい。価格の目安は50頭規模のトータルシス

テムで600万円である。さらに今後は、この装置

をベースに電子個体識別を前提とした牛個体情報

モニタリングによる精密飼養管理システムへの拡

張に着手する予定である。インライン型の小型高

精度乳量計の開発、飼養管理ソフトを含む自動給

餌機との連動、乳汁自動サンプリング、乳汁の化

学発光による早期乳房炎検知の利用、乳中性ホル

モンによる発情検知など関係各方面の協力を得な

がら進めていきたいと考えている。
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